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§１．研究成果の概要  

 

本研究の目標は、意識の計算原理についての仮説を人工知能システムの開発に応用すること

で、次世代の人工知能技術を開発することである。この目標にむけて次の 3 つの目的の実現に向

けて研究活動を行ってきた。 

• 目的① 意識の機能原理を人工知能エージェントへ実装     

• 目的② 人工知能エージェントの意識を測る計算理論を確立  

• 目的③ 人間の行動を認識する人工知能エージェントの開発  

 

目的①に向けての本年度の研究成果として、これまで講演な

どを通して提唱してきた「意識の情報生成理論」を論文化し発

表した。この意識の情報生成理論では、脳内で意識を生成させ

ているプロセスは、単なる受動的な情報処理ではなく、生成モ

デルに基づいて、反実仮想的な状況も含めて内部的に生成す

るプロセスによって生じているという仮説を提案している。この仮

説は、これまでの神経科学における意識研究の知見であるフィ

ードバックの意識生成への重要性などを統合的に説明し、これ

まで十分に検討されてこなかった意識の持つ機能的意義に再

び脚光をあてた。右図では、脳内におけるトップダウンの予測が

情報生成に対応し、それが意識の生成に関わっていることを表

している。これまで、国際学会などでは発表を続けてきていた

が 、 今 年 度 初 め て 査 読 付 き 国 際 雑 誌 Neuroscience of 

Consciousness に掲載されている(Kanai et al., 2019)。 
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目的②に向けては、統合情報理論で「コンプレ

ックス」と呼ばれる情報コアの計算に関する部分で

理論的な進展があり、大規模システムでは同定は

計算コストが高いため実質的には不可能であると

考えられていた計算が実現可能であることを示し

た (右図：Kitazono, Kanai, & Oizumi, 2020)。 

 

目的③においては、人間の行動を認識する人工知能エージェントの開発を通して、人間の側が

人工知能に意識があるという感覚を抱くようなシステムの開発を目指してきた。この目標については、

金井グループの深層強化学習の技術と、前川グループの室内での人間の行動認識の技術を統合

して実現した。ロボットに搭載されたカメラで生活者の動画を撮影し、そこから抽出された骨格的特

徴と視覚的特徴に基づいて、人物の活動を認識する課題において移動ロボットの動きを深層強化

学習で制御することで、移動ロボットの認識精度を最大化しつつ、移動に伴うエネルギー消費を最

小限に抑えること学習を実現した。本研究成果は、国際会議 PerCom２０２０に採択され、深層強化

学習の実環境への応用を切り開く成果となった(Kumrai et al. 2020)。 
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§２．研究実施体制  

 

（１）「金井」グループ 

① 研究代表者：金井 良太 （（株）アラヤ 代表取締役） 

② 研究項目 

・ 統合情報理論の高速計算アルゴリズムの開発 

・ 実神経データにおける統合情報量Φの計算 

・ 内発的動機を持つエージェントの構築  

 

（2）「川鍋」グループ 

① 主たる共同研究者：川鍋 一晃 （（株）国際電気通信基礎技術研究所脳情報通信総合研究

所 室長） 

② 研究項目 

・ コンテキスト依存の眼球運動計測のための実験 

・ 日常環境実験データに対する行動・物体・位置のラベル付与 

・ 自己位置推定・障害物回避機能を備えたモバイルロボットの製作 

 

（3）「前川」グループ 

① 主たる共同研究者：前川 卓也 （大阪大学大学院情報科学研究科 准教授） 

② 研究項目 

・ Kinect および人が携帯するスマートフォンを用いた行動認識手法の開発 

・ 屋内位置推定手法の開発 

・ インパルス応答や磁気センサを用いた屋内位置のセマンティクスを推定する手法の開発 

 

 


